







その他のタイトル A Study on the Formation of Teacher Education
Curriculum in Post War Period : An Analysis of









学に於ける教育学科のカリキュラムー東京第一師範学校案-J (1946. 12. 30)(1)を取り上げ，
その内容分析を履修基準の作成，特に①カリキュラム設定にあたっての基本的理念，②「教職専






















{JIJえば，当時，兵庫師範学校に勤務していた三輪和敏氏によれば， C 1 Eの視察を受ける際(昭
和23年春)に， iワークショッフ。を経験した私は，さっそく第一師範のそれを参考にして， カリ










うとする東京第一自朗郎ij雨l範学校案についても， その大枠(後掲-表 3，TIME -SCHEDULE FOR 
TEACHEHS COLLEGE)については『東京学芸大学20年史j(以下 r20年.史Jと称す)にもと
づいて触れられている (11)0 しかし，具体的なカリキュラム内容については明らかにされておら
















手するまでに我々は二つの段階を通ってゐる O その一つは 4月案で，他の一つは 9月案である」
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そして， 7月下旬， Cun内iculumの研究会を組織し，男子部，女子部， 1)付属から10数名の委員




育計画を樹てるためjに，小委員会を設置し， この研究会は週 2fヨの定例会合を中心に， まず
「職能教育課税 (Courseof Study in Professiona1 Preparation)jの研究に着手している。また，
Libera1 Artsの研究会を設けて，社会科学科，人文科，自然科学及数学の各分科会により研究を
進め， 9月案が作製されている。 r20年史』によると， 19月17日にはふたたびカリキュラムを改































J:長111 業 I3 
50 十凶 512i1k
%i7L7-wf120 
実 手i~ゴ;J 10 10 
20 30 
各 科 6 6 18 30 
A(研究) 4 4 6 14 
B(教養) 4 4 8 16 
8 8 1 30 
百十 l 331321551120l 
〔備考) 1. 上ノ表I~] ノ数字ハ単位数ヲ示ス 2. 1， 2学年ノ授業ノ¥学年制ヲ， 3， 1学
~f'.ハ学科~ilJ ヲ夫々本体トスル 3. 専修課程各分科ノ教科課程ハ各教科担任
教官(主任ヲ中心トシテ)ニ於テ編成スル
( UJ典) i戦後教育資料j教育刷新委員会総会資料より。
表2 教育刷新委員会第10回総会木下一雄委員提出資料(その 2) 
職能諜程ノ研究系列




教育的心理学安説・ L ト学習心理 特殊児童ノ教育
[トテスト及教育測定
2.環境及学校 .. 1一環境及優生学ト教育一一一教育的社会学…社会教育(青年指導及成人指導)



















3. 態度 2 
4. 学校の自律性 …・…一-…-・…-・…ー・…ー・ー…ー……ー・……一…ー・…ー・ー…・……一….. 3 
学科課程 ・…・ー……・………・… ・…-・……・…………一....…一....…ー ・……ー ・…・・…ー ・……一-一一 6 
1. 'f、ime-Schedule ..................................................一..........一.......................... 6 






3. Li beral Arts 
(l) Social Scienccの Courseof Study 
(2) Humanitiesの Cuurseof Siucly 
(3) Natural Scienceの Courseof Study 
あとがき .........................................................................................一....••••• ••••••• •••• 41 













































なお， 1"付記」によると， I"Physical Training， Practical Art Training，及び Specialization 





(2) 全体構成 TimeωSchedule for Teachers' College 
次に，本案のカリキュラム構成についてみてみることにしよう。表 3は，本案の「教育大学の
学科課程」の全体構成であるO これによると， Curriculumは次の 4つのCourseから成っている。
① Liberal Arts -Servey Course 
② Specialization Course 
③ Electi ve Course 
④ 特有な部分として (a) Professional Preparation Course 
(b) Practical Art Training 




履修方法としては， 1， 2年でLiberal Artsを， 3， 4年で'Specialization Courseを， 1 "'-4 
年をilしてPracticalArt TrainingとProfessionalPreparationを履修することになっている。
こうした方法をとる理由として， Survey Courseは「所謂人間的教養のCourseJであり， i同1寺
にそれは， Specialization Courseの準備としてその基本的なものを用意するCourseであるjとい
う認識に基づいている。また， iSurvey Course(こ於いてはSpecializationCourseの基本的なもの














表 3 TIME-SCHEDULE FOR TEACHERS' COLLEGE 
at the Tokyo 1st Normal School 
Course Survey Course Specialization '10¥81 
Courso Cγcdits 
C rade(year) JI1 
FOUl二Ycar 
Semestcr 3 4 Graduation 
Li beral Arts Surv Sooc 
Social Sciences 3 3 3 3 己に」主 12 
Humanities 3 3 3 3 I ~ 12 rc、u 
Natural Sciences 3 3 3 3 bC D 10 10 10 12 30 
Foreign Languages 3 3 2 
21 2 舌CiJ 
10 
1コhysicalTraining 7 
Praciical Art '1、ra!I1Jng 7 
Pro刊O恥蜘1旧lon川Oωm削川a凶山い1冶凶ω州lげ川P印rc叩e叩p凹阿附a町削r日山a τ可1司 可16 I 
寸T戸
'1oLal Ho川}泥rW叫 1 1引引 18I 18 叫2l(I1 
Notes: l.Semester 1 &2， (2)" .. Agricultural Work 
Hcmark日
1. Four. Yl、arCoursc of 130 Crcdits 
i'or Cradualion 
a. L.ibcra1八γts........ 60-50% 
b. Spccialization .・ー・・・・・・・・・ 30-25% 
c. Professional Prepi}!'atiol1 30 25% 
d . E1cCLi ve .... ・ ・・・・・ ・・・ 10 








(1) Socio1ogy (inc1uding po1itica1 
Sciences &: La ¥VS) 
(2) Econornic (3) H iswry 
(4) Geography (5)ドhilosophy
(6) Foreign Languagc (Eng1ish) 
(7) LiL巴γar.ure&しanguage(inc1uding 
Chinesc C1assics) 
(8) ivl a thema tics， 
(9) jコhysica1Scicnccs 
(]印 13iology (]u Agriじullure
(]2) IVl usic (]3l Finc八ns
(]心 DomesticEconomy & S日¥Vll1g
(]5) 1コhysica1Ed uca Lion 
(6) Nurserv Education 
(]百 EarthScienccs 
Sr.udent:s must b日long¥0 any one of 
工hcseDevisions， t:heir hours being 
10 -1 0 -10 in 6th ¥0 8th Scmestcrs， 





i践的教養を目的とするCourseをもつべきであって， この案では， それが 4カ年を通して設けて
ある。 Cq]1II各)それはながき熟練を要するからであるJo4年間という全過程を通しての教員養
成，カリキュラム運営が構想されていたわけである。
なお， この教育計画の部分の最後に「大学院」の問題について， iTeachers' Col1egeの卒業者
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②From Practice to theory 方法上は， A ttached Demonstration School及他の学校の
Observationに始まり， ObservationとParticipationとTeachingPracticeとについて，そしてそ
れを通して理論の研究に進む。従ってCourseof StudyのMainStreetは
( 1. Grade) (立. Grade) (II. Grade) (IV. Grade) 
Child Study Curriculum Teaching Practice Philosophy of Education 
である。
③A ttached Demonstra tion Schoolの役割 ProfessionalPreparationはAttached Schoolに






まず，第 1学年では IChildStudy Jをテーマに， IObservationJという概念、のもと，児童・
生徒の学習から生活にいたる諸行動の観察，それをもとにした議論，調査，そして研究を進める
ことが， この段階の授業そのものであるとしている。特に， ここでは①Schoolas Environ-
mentという観点，②Growthof Child & its Developmentという観点， ③The Exceptional 
Child， Behavior Problem in Childhood and Adlescenceという観点から，学校観察，授業観察等
を通した教育実際の観察を行うことが，教職教養の重点課題とされている。また，④Teaching




第2学年では ICurriculumJをテーマに授業内容が考案されているが， そこには 2つの任務
があるとされている。ひとつは，第 1学年の児童研究をさらに進めることから，実際に l名ない
し数名の子どもを受け持ってその生活を研究するParticipationCase Studyであり，特に①Tests:
Intelligence， Emotion， Behavior， etc.，②Survey of Social Needs (Home， Neighbourhood， 
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Villege or Town etc.)，③8urvey of Achievement CEducational Result) またはEvaluation，






(1) Teaching 1コracl1ce.・ (OneSemester)教壇に立ち立IJちClassの責任を(指導のトーに)持っとこ
ろから初める。
①WHMi One Semester 18週間その配分は
AtLached School. • • • • • 1/3 Semester-6weeks 
Coope1'ating Scho01 at U1'ban 1/3 
at Hural 1/3 




21寺n・.Method 01' Teaching， Child Study， Tests etc 
2 1寺1m・・ ChildrensLiterture (1 Credit)， Educational & Vocational Guidance (1 
C1'edit) 授業はHeport又はiコracticeを中心とするDiscussionMethodで進めもれょう。 Child
rens LiteratureはChildrens叩Song，-Drama， -M usic， -Heading， Library， Puppet Play等夫々
各専門の人が 21寺間位つつで、扱ふことにすれば而白い。
④G rad ua tion Thesis (professional):教育実習中特に一つの問題をとって研究し4Gradcの前期
末に提出する。
(2) The Othe1' Semester:教育実習の整理及その理論的探究
①Educational Sociology Adult Education特にParentEducation 
②Comparative Education School System及。"SchoolManagement-Administration等の出j












































































( 1 )京都教育大学所議『昭和60年度大型コレクション(師範学校史ほか)No.53j 
( 2 )海後宗臣編「教員養成j，東京大学出版会， 1971年， P.267 
( 3) r東京学芸大学20年史j，P .164 
( 4) r近代日本教育制度史料J第24巻， P.517~524 
( 5 )本案によれば， 1946 (!沼和21)年12月19日， 22日に関東部範の研究協議会が関かれ，本案が検討に付
されている。
( 6) r東京学芸大学20年史j，P.164 
( 7 )高木太郎・杉山i明男編『教員養成大学J，三一書房， 1959年， P.36 
( 8) ，古J.J二， 1:) .36 
( 9 )国立教育研究所 F近代教育百年史j(第6巻学校教育)， 1974年， P.607 
(10)例えは、次のような論文がある。
íJì技後日本における教員養成制度の改革(1)~(5)J r和歌山大学教育学部紀婆』第26，27， 29， 30， 32 






(11) r教員養成J，P .1 56~157 
(12) r東京学芸大学20年史j，P .664~665 
(13)向上， P.665。なお，同時期，東京第二師範学校女子部においても，同様のカ 1)キュラムで，新たな
教師養成教育に取り組んでいたことが r20年史Jにおいて触れられている (P.694)。
(14) r教員養成j，P .152~ 153 




(19) '-J哉後日本における教員養成制度改革(3)J， P .1 























(23) 新制大学発足11寺における[教育学部j 構想の形成過程に関しては，北村l正行・枠I! )J計J~宏「新市IJ大学発
j旦1寺における「教育学部J構惣の鹿B8-5大学を事例として J関西教育行政学会『教育行財政研究J
第18号， 1991年および， TEES研究会「新制大学発足時における『教育学部J構想の形成・展開過程②」
日本教育行政学会第25回大会発表資料を参照されたい。
(24) r教員養成j，P.152 
(付記〕本論文は，関西教育行政学会1990年度大会において発表した発表資料に加筆・修正したものである。
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